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項目 調査月日 内容 調査
点数

観測層

拡散調査 7月25日
2月15日

⽔温
塩分 74

⽔温︓0.3(表層),
1,2,3,4,5,7,10
15,20,25,30m

塩分︓0.3(表層)m

流動調査 8月28日 流向
流速 5 0.3(表層),5,10,

B-1(底層)m

⽔質調査 8月28日
2月13日

⽔温
pH
DO
濁度

クロロフィル-a

5 0.3(表層),5,10,
B-1(底層)m

底質・底生生物
調査 8月29日

粒度組成
COD

ベントス
10 海底土

付着生物調査 8月11,12日
2月21,22日

動物
植物 10 潮間帯

調査項目と平成30年度調査実施状況



調査風景
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多項目⽔質計
流向流速計採泥器

調査船
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調査定点図

6

底質･底生生物
付着生物

３・４号機放水口

１･２号機放水口

１・２号機取水口
３・４号機取水口

Ｃ-２
Ｃ-１

Ｅ-１
Ｅ-２
Ａ-３

Ｂ-２
Ｂ-３

Ｄ-２ 池崎

36 39

15

14A

17
33

18

6

14

29

凡 例

0 1km
Ｄ-１

Ｅ-３

0 1㎞

串崎

値賀崎

トリカ崎

池崎

１･２号機放水口

３･４号機放水口

３･４号機取水口

１･２号機取水口

10
11

1316
17

18

19
14

21

2223
24

25
26

27
28

29 31

33
34

35

36 37

38

40

41
42

43

44

39

45
4649

50
5152

5355
56

57
58

62
63

64

66
67

68
69

70

12

73

80

81

82
83

84
85
86

87

88
89

90
91

93

9294

95

97
98

96

拡散調査点
水質・流動調査点

凡 例

48

54

60
61



＜結果＞ 平成30年度夏季 拡散調査
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＊1.2号機取水口付近 St.21（1m層）
27.0℃に対する温度差

＊1.2号機取水口付近 St.21（1m層）
28.2℃に対する温度差

１ｍ層（下げ潮時） １ｍ層（上げ潮時）

下げ潮時に、取水口付近の水温より1.1〜1.4℃の昇温が4地点で確認された。
上げ潮時に、1℃以上の昇温は確認されなかった。
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＜結果＞⽔温鉛直分布（夏季下げ潮時）
3・4号機取水口

33
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3・4号機放水口
1・2号機取水口

St.90では垂直方向に温排水が上昇し、周囲の水と速やかに混合している。
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3・4号機取水口
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3・4号機放水口
1・2号機取水口

表層で１℃以上の昇温が⾒られたが、⽇光の影響が⼤きく、当⽇は気温が⾼かった。
温排水の影響ではないと考えられる

＜考察＞⽔温鉛直分布（夏季下げ潮時）
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＜結果＞平成30年度冬季 拡散調査結果
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＊1.2号機取水口付近 St.21（1m層）
13.9℃に対する温度差

＊1.2号機取水口付近 St.21（1m層）
14.0℃に対する温度差

１ｍ層（下げ潮時） １ｍ層（上げ潮時）

下げ潮時︓放水口付近で1℃以上の昇温域が6地点確認された。
上げ潮時︓放水口付近で1℃以上の昇温域が4点確認された。
→昇温域は図のとおり、どれも限定的な範囲だった。
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＜結果＞⽔温鉛直分布（冬季下げ潮時）
3・4号機取水口

33

34

35

36 90 86
29 31

21
値賀崎

3・4号機放水口
1・2号機取水口

St.90で鉛直方向に他の地点より水温の⾼い水が分布しているが、
全体的に、夏季の調査時よりもさらによく混合している。
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⽔質調査項目の説明

⽔温︓ 海⽔の温度

pH︓ ⽔素イオン濃度指数
7が中性であり、7より大きいとアルカリ性、小さいと酸性

DO︓ 海⽔中に溶けている酸素の量

濁度︓ 海⽔中の濁りの度合い

クロロフィルa量︓植物プランクトンの緑⾊⾊素の量であり、
海の基礎生産⼒の指標
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＜結果＞⽔質調査結果の推移（夏季調査結果）
取⽔口側（St.14） 放⽔口側（St.29）
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全項目、表層底層で⼤きな差はみられず、過去の調査結果の範囲内となった。
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＜結果＞⽔質調査結果の推移（冬季調査結果）
取⽔口側（St.14） 放⽔口側（St.29）
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全項目、表層底層で⼤きな差はみられず、過去の調査結果の範囲内となった。
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付着生物調査の状況
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調査ライン 調査点

基点から海岸線までラインを引き、1.5m間隔で50cm角の枠内の動物と
植物の種類と被度を調査
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＜結果＞潮間帯付近の動物（夏季）

（注）ｒ︓極少量⾒られる ｃ︓少量⾒られる ｃｃ︓普通に⾒られる ｃｃｃ︓多く⾒られる

巻⾙の仲間、甲殻類の仲間が多く⾒られ、過去の出現傾向と同様であった。
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（注）ｒ︓極少量⾒られる ｃ︓少量⾒られる ｃｃ︓普通に⾒られる ｃｃｃ︓多く⾒られる

＜結果＞潮間帯付近の植物（夏季）

褐藻類のヒジキや、紅藻類の無節⽯灰藻といった植物が多く⾒られ、
過去の出現傾向と同様であった。
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＜結果＞付着生物調査結果の推移

H10年度の総種類数︓25種

H10年度の総種類数︓13種

4号機が周年稼働した、平成10年度の総種出現類数を基準とした、出現指数。
全10調査点の平均値で、動植物共に過去の変動の範囲内だった。
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（注）ｒ︓極少量⾒られる ｃ︓少量⾒られる ｃｃ︓普通に⾒られる ｃｃｃ︓多く⾒られる

＜結果＞潮間帯付近の動物（冬季）

夏季同様、動植物の種数は、過去の変動の範囲内だった。
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（注）ｒ︓極少量⾒られる ｃ︓少量⾒られる ｃｃ︓普通に⾒られる ｃｃｃ︓多く⾒られる

＜結果＞潮間帯付近の植物（冬季）

夏季同様、動植物の種数は、過去の変動の範囲内だった。
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＜結果＞付着生物調査結果の推移

H10年度の総種類数︓25種

H10年度の総種類数︓13種

夏季同様、動植物の種数は、過去の変動の範囲内だった。



タマキビ類カサガイ類

クロフジツボカメノテ
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出現動物例

調査の際に、よく⾒られた動物。



無節石灰藻
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ヒジキ

出現植物例

調査の際によく⾒られた植物



・拡散調査
夏季︓放⽔口周辺海域において⽔温上昇（昇温域）はみられませんでした。
冬季︓放⽔口前で１℃以上の⽔温上昇が確認されましたが、限定的な範囲でした。

・水質調査
放⽔口側の⽔温、pH、DO（溶存酸素）、濁度、クロロフィルa量は夏季・冬季共に、
表層と底層でほとんど差がみられませんでした。

・流動調査
St.35の3回目調査時に、主として南側へ向かう8〜24cm/sの流れがみられました。
⼀⽅、それ以外の調査点では、流向の明確な傾向はみられませんでした。

・底質・底生生物調査
底質の中央粒径は0.2〜0.7mm、CODは1.2〜5.9mg/g乾泥の範囲で、
過去の変動の範囲内でした。
底生生物については、主に多毛類のゴカイ類や甲殻類のソコエビ類が確認され、
出現種数は過去の変動の範囲内でした。

・付着生物調査
付着生物の出現種数は、夏季・冬季共に、過去の変動の範囲内でした。

平成30年度温排水影響調査の結果
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